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4.8 数 学 公 式 集

. 式の基本

計算の約束 AB ＝ 0 なら A か B が 0、または A と B が 0 。A/B で B が 0 なら 商は無意味。

A/B ＝ 0 で B ≠０ なら A ＝０ 。 A/B ＝０で A ≠０なら 不能。

等式の性質 A ＝ B なら A ± C ＝ B ± C、 AC=BC 、 A/C ＝ B/C （C ≠０）

計算の 3 法則

比及び比例 二つの数あるいは式 a ,ｂで、a がｂの何倍ななっているかを表す関係を、a のｂに

対する比といい、a：ｂで表す。このとき a を比の前項、ｂを比の後項という。

連 比

比例配分 A を二つの部分 x , y に分けて各部分の比を m : n にするとき

無理数の計算

整式の展開 公式

剰余の定理 χ の整式 f (χ)を 1 次式 χ－１で割ったときの余りはその式の χ に a を

代入した値 f (a) に等しい。

因数定理 χの整式 f (χ)が 1 次式 χ－a で割り切れるための必要十分な条件は f (a )＝０
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2. 指数法則

3. 対数法則

4. 方程式
（１）一次方程式 ax+b ＝ 0 の解

（２）二次方程式

5. 平面幾何
(1) 長方形 面積＝ ab（２辺 a,b） (2) 三角形面積 S=ah/2（a：底辺、ｈ：高さ）

(3) 平行四辺形 面積 S ＝ ah （a：底辺、ｈ：高さ） (4) ひし形面積 S ＝ ab/2 （a,b 対角線）

(5) 台形面積 S=(a+b)ｈ/2 （a:上､ｂ:下） (6) 円面積 S=πｒ 2
、円周＝２πr（ｒ：半径）

(7) おうぎ形面積 S =（π r
2
）a/360（a:中心角、r：半径）、

弧の長さ L ＝ aπｒ/180 ＝θｒ（θ：ラジアン）

(8) 弓形 面積 S ＝(1/2)ｒ２（aπ/180 － sin a）、 弦の長さ L ＝ 2 ｒ sin (a/2)

(9) 正多角形 面積 S ＝ ka２ （a：1 辺の長さ）

k の近似値 三角形：0.433、 正方形：１、 五角形：1.7205、 六角形：2.5981

七角形：3.6339、 八角形：4.8284 九角形：6.1818、 十角形：7.6942

(10) ピタゴラスの定理 直角三角形で 2 辺の長さを a、ｂとするとき

a ２＋ｂ２＝ｃ２

6. 平面図形

ｍ 、 ｎ が 整 数 で 、 a≠ 0、 ｂ ≠ 0の と き
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円の方程式

楕円の式 (a

中心が(a,b)、半径

原点０が中心の場合、

>0, b>0)
a2
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+
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y2

r の円の場合、 (x－a)

= 1

x2 + y2 = r2

2 + (y－b)2 = r2
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（a≠０）、 a = 0, b ≠ 0のとき解なし
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7. 立体幾何

8. 三角関数

正弦定理 余弦定理

9. 順列、組合せ
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,

）
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）

:
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両底面の半径、h
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とする。
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対角線の長さ＝
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:
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高さ）

πr2h

3
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(r:底面の半径）

)

(a,b,c は稜の長さ）

πラジアン＝180° 、 1ラジアン＝ 180/π、 1° ＝π /180

cosA=

sinA=

tanA=

y

r

y

x

x

r
,

,

,

secA=

cosecA=

cotA=

x

r

y

x

y

r
tanA=

1+ tan

sin2A+cos

2

cosA

s inA

A=
cos2A

1

2A=1

、三角形の内角の和は 180°

ｙ

ｘ
0

A
ｒ

ｙ

ｘ

P

sinA

a
=

sinB

b
=

sinC

c
= 2R

b2 = c2+a2－2ca cosB

a2 = b2+c2－2bc cos A

c2 = a2+b2－2ab cosC

ｃ ｂ

A

B C
a半

径
R

H

S

S

S

三角形の面積

=

=

=

abc/4R

s(s－a)(s－b)(s－c)

bc sinA /2
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=ca sinB/2 = ab

(2s
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S
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= (a+b+c)r/2

(ヘロンの公式）

(r:内接円半径）
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10．数列

11. 微分の公式

12. 積分の公式

等差数列の一般項

等比数列の和

自然数の和

平方数の和

立方数の和

等差数列の和

等比数列の一般項
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④
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②
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